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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回動させることで、回動位置を第一の位置と第二の位置とに切り替える第一の操作部材
と、
　前記第一の操作部材の回動中心近傍に配置される第二の操作部材と、
　撮影モードを静止画撮影モードと動画撮影モードとに切り替え、ファインダモードを光
学ファインダモードと電子ファインダモードとに切り替えるとともに、動画撮影の開始お
よび終了を実行する制御手段と、を備え、
　前記第一の操作部材を前記第二の位置から前記第一の位置に回動させるとき、前記制御
手段は、前記撮影モードを前記静止画撮影モードに切り替えるとともに、前記ファインダ
モードを前記電子ファインダモードから前記光学ファインダモードへ強制的に切り替え、
　前記第一の操作部材を前記第一の位置から前記第二の位置に回動させるとき、前記制御
手段は、前記撮影モードを前記動画撮影モードに切り替えるとともに、前記ファインダモ
ードを前記光学ファインダモードから前記電子ファインダモードへ強制的に切り替え、
　前記第一の操作部材が前記第一の位置となるとき、前記第二の操作部材の操作によって
、前記制御手段は前記ファインダモードを前記光学ファインダモードと前記電子ファイン
ダモードとに交互に切り替え、
　前記第一の操作部材が前記第二の位置となるとき、前記第二の操作部材の操作によって
、前記制御手段は前記動画撮影の開始と終了とを交互に実行することを特徴とする撮像装
置。
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【請求項２】
　前記撮影モードが前記動画撮影モードに切り替えられているとき、前記動画撮影モード
での静止画撮影の撮影条件を選択するモードダイヤルを有することを特徴とする請求項１
に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記第一の操作部材と前記第二の操作部材は、前記電子ファインダを構成する表示部の
近傍における該表示部と同一面上に配置され、かつ、前記撮像装置のグリップを握った手
で操作可能な位置に配置されていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の撮
像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関し、特に光学ファインダ静止画モード、ライブビュー静止画モ
ード、動画モードの切替えが可能であり、各モードの切替え操作性の向上、及び動画モー
ド中での静止画撮影の撮影条件の選択が可能となる撮像装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、撮像装置による被写体像の観察方法について、光学ファインダによる観察方式と
電子ファインダによる観察方式がよく知られている。
光学ファインダによる観察方式とは、観察用光束をミラーで反射させ、光学ファインダを
用いて観察する方法である。
また、電子ファインダによる観察方式とは、観察用光束をＣＭＯＳなどの撮像素子で撮像
した上で、液晶などの表示装置で表示し、観察する方法である。
【０００３】
　また、撮像装置による被写体像の撮影方法について、静止画撮影と動画撮影がよく知ら
れている。
静止画撮影とは、観察用光束をＣＭＯＳなどの撮像素子で撮像し、液晶などの表示装置で
表示する方法である。
また、動画撮影とは、観察用光束をＣＭＯＳなどの撮像素子で短時間に連続して撮像し、
連続して撮像した静止画を液晶などの表示装置で短時間に連続して再生する方法である。
撮像装置において、静止画撮影時および動画撮影時にはそれぞれ目的にあった撮影状態の
最適化が一般になされていて、静止画撮影モードおよび動画撮影モードが設けられている
。
【０００４】
　一方、コンパクトデジタルカメラ、ビデオカメラにおいて、静止画撮影、動画撮影を行
う際に、静止画撮影モード、動画撮影モードの切替操作性について工夫されたカメラがよ
く知られている。
例えば、特許文献１では、コンパクトデジタルカメラにおける静止画撮影モード、動画撮
影モードを瞬時に切替えるようにした構成が開示されている。
また、特許文献２ではビデオカメラにおける静止画撮影モード、動画撮影モードを間違わ
ずに操作するようにした構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２０８１９４号公報
【特許文献２】特開平８－２０５００９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、一眼レフレックス方式のデジタルカメラにおいても、動画撮影機能を有するもの
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がある。
このようなデジタルカメラは、後述する３つの撮影モード（光学ファインダ静止画モード
、ライブビュー静止画モード、動画モード）を持ち、各モードを切替えて使用することが
できる。
光学ファインダ静止画モードとは、光学ファインダにより被写体像を観察し、静止画撮影
を行う撮影モードである。
ライブビュー静止画モードとは、電子ファインダにより被写体像を観察し、静止画撮影を
行う撮影モードである。
動画モードとは、電子ファインダにより被写体像を観察し、動画撮影を行うモードである
。
コンパクトデジタルカメラ、ビデオカメラの被写体観察方法は、電子ファインダによる観
察方式が一般的に採用されている。
コンパクトデジタルカメラ、ビデオカメラの静止画撮影モードは、前述のライブビュー静
止画モードであり、動画撮影モードは、前述の動画モードと言い換えることができる。
【０００７】
　ここで、上記した特許文献に開示された技術は、ライブビュー静止画モードと動画モー
ドの切替操作性についての改善技術であり、これらには光学ファインダ静止画モードを含
めた３つのモードの切替操作性についての改善技術は記載されていない。
しかしながら、従来の一眼レフレックス方式のデジタルカメラにおいては、光学ファイン
ダ静止画モード、ライブビュー静止画モード、動画モードを選択するための操作方法が複
雑なものとなっている。
例えば、光学ファインダ静止画モードとライブビュー静止画モードの切替操作は、モード
の切替に関連性のない押し釦を兼用していることが多く、モードの切替操作を行う際に間
違った釦を押してしまうことが生じる。
また、動画撮影開始・停止操作も同様に、動画撮影に関連性のない押し釦を兼用している
ことが多く、動画撮影開始・停止操作を行う際に間違った釦を押してしまうことが生じる
。
【０００８】
　また、光学ファインダ静止画モードとライブビュー静止画モードの切替操作が光学ファ
インダ静止画モードと動画モードの切替操作と兼用されていることが多い。
そのため、ライブビュー静止画モードと動画モードが、電子ファインダによる観察方式か
らの撮影手段であることを知らないユーザーにとっては、このモード切替操作はわかりづ
らいものとなっている。
また、上記のようにモード切替操作が兼用されている場合、ライブビュー静止画モードで
の静止画撮影時に、間違って動画開始釦を押してしまい、意図しない動画撮影が行われて
しまう誤操作も起こり得る。
【０００９】
　さらに、光学ファインダ静止画モードとライブビュー静止画モードの切替操作が、切替
操作専用に設けられた押し釦の操作で行われ、光学ファインダモードと動画モードの切替
操作が、モードダイヤルの回転操作で行うデジタルカメラがある。
ここでモードダイヤルとは、一般に静止画撮影時の撮影条件を選択して設定するための操
作部材である。
例えば、マニュアルモードを選択すると、使用者が決めたシャッタ速度や絞り値に基づき
静止画撮影が行われる。
このモードダイヤルによる切替操作方式では、前述したモード切替操作が兼用されている
場合に生じ得る誤動作を防ぐことができる。
しかしながら、動画モードの切替操作をモードダイヤルの回転操作で行うために、動画モ
ード時に静止画撮影を行いたい場合、シャッタ速度や絞り値等の静止画撮影条件を使用者
が選択して撮影することができない。
【００１０】
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　本発明は、上記課題に鑑み、光学ファインダ静止画モード、ライブビュー静止画モード
、動画モードの切替えができ、各モードの切替え操作性の向上、及び動画モード時での静
止画撮影の撮影条件の選択が可能となる撮像装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、つぎのように構成した撮像装置を提供するものである。
本発明の撮像装置は、
　回動させることで、回動位置を第一の位置と第二の位置とに切り替える第一の操作部材
と、
　前記第一の操作部材の回動中心近傍に配置される第二の操作部材と、
　撮影モードを静止画撮影モードと動画撮影モードとに切り替え、ファインダモードを光
学ファインダモードと電子ファインダモードとに切り替えるとともに、動画撮影の開始お
よび終了を実行する制御手段と、を備え、
　前記第一の操作部材を前記第二の位置から前記第一の位置に回動させるとき、前記制御
手段は、前記撮影モードを前記静止画撮影モードに切り替えるとともに、前記ファインダ
モードを前記電子ファインダモードから前記光学ファインダモードへ強制的に切り替え、
　前記第一の操作部材を前記第一の位置から前記第二の位置に回動させるとき、前記制御
手段は、前記撮影モードを前記動画撮影モードに切り替えるとともに、前記ファインダモ
ードを前記光学ファインダモードから前記電子ファインダモードへ強制的に切り替え、
　前記第一の操作部材が前記第一の位置となるとき、前記第二の操作部材の操作によって
、前記制御手段は前記ファインダモードを前記光学ファインダモードと前記電子ファイン
ダモードとに交互に切り替え、
　前記第一の操作部材が前記第二の位置となるとき、前記第二の操作部材の操作によって
、前記制御手段は前記動画撮影の開始と終了とを交互に実行することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、光学ファインダ静止画モード、ライブビュー静止画モード、動画モー
ドの切替えができ、各モードの切替え操作性の向上、及び動画モード時での静止画撮影の
撮影条件の選択が可能となる撮像装置を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態における一眼レフレックス方式のデジタルカメラによる撮像装
置の構成例について説明する図。
【図２】本発明の実施形態における撮像装置の電気的構成を説明するブロック図。
【図３】本発明の実施形態の撮像装置におけるスタート・ストップボタンと撮影モード切
替レバーの構成について説明する図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下に、本発明の実施形態における光学ファインダと電子ファインダを備え、静止画撮
影と動画撮影が可能に構成されている一眼レフレックス方式のデジタルカメラによる撮像
装置の構成例について、図を用いて説明する。
なお、本発明は以下で説明する実施形態の構成によって限定されるものではない。
図１（Ａ）は、本実施形態における上記撮像装置の光学ファインダモード時の被写体像の
観察状態における機械的構成を示す内部構成図である。
図１（Ｂ）は、本実施形態における撮像装置の電子ファインダモード時の被写体像の観察
状態における機械的構成を示す内部構成図である。
図１（Ａ）（Ｂ）において、１０１はカメラ本体、１０２は取り外し可能な撮影レンズ、
１０３は撮影レンズ１０２内に配置された結像光学系であり、結像光学系１０３は、物体
像を撮像素子１０９に結像させるものである。
１０４は、撮影レンズ１０２内にあって、絞り径を変化させて露出量を調節する絞り機構
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である。
ここで、光学ファインダモード時の被写体像の観察状態時では、図１（Ａ）に示すように
、可動型のハーフミラーで構成された主ミラー１０５は、結像光学系１０３から送られた
光の一部を反射して、ファインダ光学系１１４側に送る。
主ミラー１０５の背後に設けられた可動形のサブミラー１０６は、主ミラー１０５を透過
した光のうち光軸に近い光束を反射して焦点検出部１０７に送る。１０８はシャッタ機構
である。
【００１５】
　また、電子ファインモード時では、図１（Ｂ）に示すように、主ミラー１０５およびサ
ブミラー１０６が光路上から退避する。それと共に、シャッタ機構１０８が開口し、撮影
レンズ１０２からの光束が撮像素子１０９に直接導かれる。
１１０は、カメラ本体１０１の背面に配置された、モニタ画像を表示するための表示部で
ある。
１１１は、ファインダ光学系１１４における物体像の結像面に配置されたフォーカシング
スクリーン、１１２はペンタプリズム、１１３は、光学ファインダ像を観察する為の接眼
レンズである。
このフォーカシングスクリーン１１１、ペンタプリズム１１２、接眼レンズ１１３にてフ
ァインダ光学系（光学ファインダ）１１４を構成する。１３１は、ファインダ光学系１１
４の内部に配置された測光部である。
１１５はスタート・ストップボタン（第二の操作部材）、１１６はレリーズスイッチ、１
１７は撮影モード切替レバー（第一の操作部材）、１１８はＡＦ動作モード切換ボタン、
１１９は測光動作モード切換ボタン、１３２はモードダイヤルである。
撮影モード切替レバー１１７は撮影モードを静止画撮影モードと動画撮影モードとに切り
替えることができる。
【００１６】
　図２のブロック図を用いて、本実施形態における撮像装置の電気的構成について説明す
る。
図２において、１２０はＡ／Ｄ変換部であり、撮像素子１０９から出力されたアナログ画
像信号をデジタル画像信号に変換する。
１２１は撮像処理部であり、Ａ／Ｄ変換部１２０から出力されたデジタル画像信号に対し
て、画素情報の各種補正、ＲＢＧ信号のＹＣ信号への変換、ホワイトバランス処理、ガン
マ補正処理、信号補間処理等を行う。
１２２は記録部であり、撮像処理部１２１によって得られた画像情報を記録する。
１２３は制御部（制御手段）であり、カメラ本体１０１を構成する各部を制御する。
制御部１２３は、図示を省略するが、例えば中央演算装置（ＣＰＵ）、ＣＰＵが実行する
プログラムを記憶するＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＣＰＵが演算に使
用するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等から構成される。
１２４は再生部であり、記録部１２２によって記録された画像情報を、表示部１１０に画
像表示することが可能な信号形態に変換する。
撮影モード切替レバー１１７によって静止画撮影モードに切り替えられる場合に、制御部
１２３は、ファインダモードを光学ファインダモードに切り替えるように制御する。
そして、スタート・ストップボタン１１５が押下されることで、制御部１２３は、光学フ
ァインダモードから電子ファインダモードへファインダモードを切り替えるように制御す
る。
撮影モード切替レバー１１７によって動画撮影モードに切り替えられる場合に、制御部１
２３は、ファインダモードは電子ファインダモードに切り替えるように制御する。
そして、スタート・ストップボタン１１５が押下されることで、制御部１２３は、動画撮
影を開始するように制御する。動画撮影を行っているときに、スタート・ストップボタン
１１５が押下されることで、制御部１２３は、動画撮影を終了するように制御する。
１２５は、スタート・ストップボタン（第二の操作部材）１１５、レリーズスイッチ１１
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６、撮影モード切替レバー（第一の操作部材）１１７、ＡＦ動作モード切換ボタン１１８
、測光モード切換ボタン１１９、モードダイヤル１３２等を含む入力部である。
【００１７】
　つぎに、図３を用いて、本実施形態の撮像装置における特徴的構成であるスタート・ス
トップボタン１１５と撮影モード切替レバー１１７の構成について説明する。
図３（Ａ）は、本実施形態における撮像装置の外観図である。
図３（Ａ）に示すように、スタート・ストップボタン１１５、撮影モード切替レバー１１
７は、撮影するためにカメラ本体１０１のグリップを右手で握った際、グリップを握った
右手の指で操作できる位置に配置されているため操作性がよい。
また、スタート・ストップボタン１１５、撮影モード切替レバー１１７は表示部１１０の
近傍における該表示部と同一面上に配置されているため、表示部１１０を観察しながらの
操作が容易であり、操作性がよい。
【００１８】
　図３（Ｂ）は、スタート・ストップボタン（第二の操作部材）１１５及び撮影モード切
替レバー（第一の操作部材）１１７の詳細な構成を示す外観図である。
図３（Ｂ）に示すように、撮影モード切替レバー１１７は、円形の回転レバーとして構成
されている。スタート・ストップボタン１１５は撮影モード切替レバー１１７の回動中心
近傍に配置されている。
このように、関連性のある機能が互いに近接して配置されることにより、操作性を向上さ
せることが可能とされている。
撮影モード切替レバー１１７が静止画撮影モードに切替られている際、スタート・ストッ
プボタン１１５を押すと、図１（Ｂ）に示すように、主ミラー１０５およびサブミラー１
０６が光路上から退避する。
これらのミラーの退避と共に、シャッタ機構１０８が開口し、撮影レンズ１０２からの光
束が撮像素子１０９に直接導かれ、表示部１１０により被写体を確認できる。
つまり、撮影モード切替レバー１１７によって、静止画撮影を行う静止画撮影モードに切
り替えられる場合には、ファインダモードは光学ファインダモードに強制的に切り替えら
れる。
このとき、ファインダモードを電子ファインダモードに切り替えるには、撮影モード切替
レバー１１７によって、静止画撮影モードに切り替えたのち、スタート・ストップボタン
１１５を押下して、光学ファインダモードから電子ファインダモードに切り替えなければ
ならない。
スタート・ストップボタン１１５の押下によって、電子ファインダモードに切り替えられ
ている状態で、再度、スタート・ストップボタン１１５を押下することで、電子ファイン
ダモードから光学ファインダモードに切り替わる。
すなわち、もう一度、スタート・ストップボタン１１５を押すと、図１（Ａ）に示される
主ミラー１０５およびサブミラー１０６が光路上へ戻る。
そして、これらのミラーが光路上へ戻ると共に、シャッタ機構１０８が閉口し、撮影レン
ズ１０２からの光束がファインダ光学系１１４側（光学ファインダ側）に導かれ、接眼レ
ンズ１１３により被写体を確認することができる。
つまり、電子ファインダモードから光学ファインダモードへの切り替えが行われる。
【００１９】
　撮影モード切替レバー１１７を静止画撮影モードから動画撮影モードに切り替えると、
図１（Ｂ）に示すように、主ミラー１０５およびサブミラー１０６が光路上から退避する
。
これらのミラーの退避と共に、シャッタ機構１０８が開口し、撮影レンズ１０２からの光
束が撮像素子１０９に直接導かれ、表示部１１０により被写体を確認できる。
つまり、撮影モード切替レバー１１７によって、動画撮影モードに切り替えることで、フ
ァインダモードは強制的に光学ファインダモードから、電子ファインダモードへ切替が行
われる。
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なお、動画撮影モードでは光学ファインダモードに切り替えることはできない。撮影モー
ド切替レバー１１７が動画側に切替られている際、スタート・ストップボタン１１５を押
すと、動画撮影が開始される。
また、もう一度、スタート・ストップボタン１１５を押すと、動画撮影が停止される。
また、モードダイヤル１３２により、動画撮影モード時での静止画撮影を行う際の撮影条
件の選択が可能に構成されている。
つまり、撮影モード切替レバー１１７が動画側に切替られている際、モードダイヤル１３
２を操作することでシャッタ速度優先モードや絞り値優先モード等の静止画撮影モードが
選択可能であり、レリーズスイッチ１１６を操作することで静止画が撮影される。
【００２０】
　以上のように、本実施の形態によれば、ファインダモードを光学ファインダモードと電
子ファインダモードとに切り替え可能であるとともに、撮影モードを静止画撮影モードと
動画撮影モードとに切り替えることが可能である。
それにより、各モードの切替え操作性能の向上を図った一眼レフレックス方式のデジタル
カメラを提供することができる。
【符号の説明】
【００２１】
　１０１：カメラ本体
　１０３：結像光学系
　１０５：主ミラー
　１０６：サブミラー
　１０７：焦点検出部
　１０８：シャッタ機構
　１０９：撮像素子
　１１０：表示部（画像表示部）
　１１３：接眼レンズ
　１１４：ファインダ光学系（光学式ファインダ）
　１１５：スタート・ストップボタン
　１１７：撮影モード切替レバー
　１３２：モードダイヤル
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